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論文内 H司骨 の 要 1::. 日





































論文の前半は α 線の飛程が極めて短かい乙とに着目し， 10B(n， α)7Liの核反応により生ぜしめた
α 線により表面へのグラフト重合を行なった研究である。 試料としてはポリエチレン， ポリプロピ
レンのフィノレムおよびポリプロピレン繊維を用い，乙れにホウ酸をぬりつけて，原子炉 TRR-l (中











めて特殊で， 無水フタール酸， マレイン酸， フマーノレ酸ジエチノレ，無水酢酸， 無水安息香酸 lとみら
れぬ効果である乙とを確認した。しかし，乙れが如何なる理由によるかは確定しなかったが，本論文
発表後，共重合反応に無水マレイン酸効果の研究がいくつか発表されていることは注目すべきであろ
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以上を要するに，梅沢君の論文は，やや工学的色彩のあるといえるが，初めて α 線照射の高分子
合成反応に利用し特に 2 次線を利用して繊維表面グラフトに成功した点および、無水マレイン酸添加の
共重合反応における主要性を見出した点において理学博一一L:の学位論文として十分価値あるものと認め
る口
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